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日韓条約 60年を問う―日韓市民・宗教者共同宣言 
はじめに 
  

2025 年は、日本と大韓民国（以下、韓国）の国交正常化 60 年、日本の敗戦と朝鮮半島解放 80 年、乙巳保
護条約締結 120 年を迎える歴史的転換点の年です。 日韓市民・宗教者はこれを心に刻み、友情と歴史の和解、
平和のメッセージを共に分かち合います。 
  1965 年に締結された日韓基本条約は、朝鮮戦争停戦と冷戦体制の限界の中で、日本の植民地支配に対する
歴史的責任と賠償問題を明確にしないまま締結され、日韓米軍事協力の基盤となりました。 それにもかかわ
らず、両国の市民は文化的・経済的交流を通じて関係を深めてきましたが、強制動員や日本軍「慰安婦」問
題など、植民地支配の被害者の尊厳は依然として、完全に回復されていません。 さらに日本は、まだ朝鮮民
主主義人民共和国（以下、朝鮮）と国交を樹立していません。 
 責任ある国家は加害の歴史を文明史の問題として受け止め、これを恥ずべきこととして認識し、優先的に
解決しなければなりません。 ドイツのシュタインマイヤー大統領は 侵略戦争とユダヤ人虐殺の 「歴史的責任
には終わりがない」と明言したのに続き、植民地支配責任に言及しました。 
このように過去の過ちを率直に認め、深く反省することが成熟した国家の責務であるという認識が国際的

に広がっています。戦後のパレスチナ問題に対する責任は問われねばならないとしても、ドイツはナチスの
犯罪に対して全面的な謝罪と補償を実践し、米国は日系アメリカ人の強制収容に対して謝罪と補償を行いま
した。 デンマークとフランスも植民地主義の過ちを反省し、謝罪しました。 これは、過去の過ちを認め、責
任を負うことが国際社会で信頼を得る道であることを示しています。 
 日韓関係もこの流れに歩調を合わせなければなりません。 植民地支配、朝鮮戦争、冷戦構造を貫く日韓基
本条約の限界を認め、武力と脅迫によって締結された 1905 年乙巳保護条約（第二次日韓協約）、1910 年韓国
併合条約が不法・無効であることを認め、そこから生じた問題を正さなければなりません。 
 過去に目を背け、否定することは不信と敵意の悪循環を深めていきます。 逆に、過去を率直に見つめ、反
省することは、和解と平和、相互理解を開く道となります。 日韓の市民・宗教者は、過去を直視し、東アジ
アの和解と平和の未来を切り開く道に責任をもって、共に歩んでいきます。 
 
 
日韓基本条約第 2条・第 3条の問題 
 
1910年 8月 22日韓国併合条約及びそれ以前に締結されたすべての条約と協定は不法無効です。 
 日韓基本条約は、日本が植民地支配に対する謝罪を拒否し、外交的妥協を通じて締結されました。 植民地
支配の責任に全く言及せず、当時の韓国社会の学生・市民の強力な抵抗にもかかわらず締結された条約は、
お互いに有利な解釈を可能にする曖昧な文言が含まれ、その結果、植民地支配に関わる重大な人権侵害問題
は引き続き対立と葛藤の争点として残ってきました。 
 日韓基本条約第 2条は「1910年 8月 22日以前に大日本帝国と大韓帝国との間で締結されたすべての条約及
び協定は、もはや無効である（ already null and void ）ことが確認される」となっています。 韓国はこれによ
り、日本の植民地支配が最初から無効であったと主張しますが、日本政府はこれを「締結時より有効であっ
たが、1948 年の大韓民国成立時に無効となった」と解釈し、植民地支配に対する責任を回避しています。 
 1905 年乙巳保護条約と 1910 年韓国併合条約は軍事的圧力と脅迫によって締結されたもので、国際法的に
無効です。1963 年、国連国際法委員会報告書では、乙巳保護条約が強制または脅迫によって締結された無効
な条約であると判断し、国連総会はそれを採択しました。 これは日本の植民地支配が国際法的に正当化でき
ないことを示す重要な事実です。  
これらの条約が締結されるまでの歴史的脈絡を見れば、その不法性がより明らかです。  

1876 年の日朝修好条規以降の近代日韓関係は、常に日本の武力による朝鮮半島への介入と膨張政策の歴史で
した。日清戦争と日露戦争を通じて朝鮮を外交·軍事的に圧迫した日本は、1904 年大韓帝国による中立宣言を
踏みにじり、不可侵の中立国領土を不法に強制占領し、乙巳保護条約と韓国併合条約を軍事的脅迫によって
締結し、これは 36 年にわたる植民地支配につながりました。これに対抗して、朝鮮の民衆は日本による軍事
的暴力や虐殺に対する抵抗が一日も休むことなく続きました。このような一連の展開は、今日 「朝鮮植民地
戦争」と位置づけられ、私たちは日本の朝鮮半島植民支配が不法な武力と強制によるものであったことを確
認します。 
日韓基本条約第 2 条の解釈は、日本の植民地支配の不法性とそれによる人権侵害に対する責任を解決する

上で重要な基準となります。 日本は過去の過ちに対する法的責任を回避しており、それによる被害は未解決
のままです。 したがって、日本は歴史の正義と人権に基づいた正確な解釈を通じて、過去の不正を法的に認
め、それに伴う責任を明確にしなければなりません。 1910 年 8 月 22 日及びそれ以前に締結されたすべての
条約と協定が不法無効であることを日韓両国が認め確認しなければならず、このような共同の認識の上で日

https://forms.gle/je4AQWmmwRCcQB2Y7


韓両国は平和で公正な未来を共につくっていくことができます。 
 
朝鮮半島には、国際連合が認める二つの国家が存在します。 
  日本の植民地支配の歴史責任を全ての朝鮮半島レベルで完全に清算するためには、日朝間の関係改善と植
民地支配責任の整理が欠かせません。ヨーロッパで冷戦体制が侵略国であるドイツの分断を中心に形成され
たのと異なり、東アジアの戦後体制は 戦争の責任が全くない朝鮮半島の分断を中心に形成されました。 日本
の植民地支配とその後遺症による冷戦が朝鮮半島にもたらした悲劇です。 
 朝鮮半島の分断は、解放後の朝鮮半島と日本の関係にも決定的な影響を与えました。 日本の植民地支配が
朝鮮半島全域にわたって行われたにもかかわらず、日韓基本条約は韓国と日本の間で締結されました。その
一方、朝鮮と日本は、植民地支配問題の清算が行われないまま敵対関係を続けてきました。 このため、植民
地支配の歴史責任に関する議論と措置が効力を及ぼす範囲は、必然的に朝鮮半島の南、つまり休戦ライン以
南に限定されるしかありませんでした。 
 日韓両国政府は日韓基本条約で、「大韓民国政府は、国際連合総会決議第 195 号(III)に明らかに示されてい
るとおりの朝鮮にある唯一の合法的な政府であることが確認される」(第 3 条)と合意しました。 しかし 1991
年、韓国と朝鮮が同時に国際連合に加盟したことにより、朝鮮半島には国際連合が認める二つの国家が存在
する現実を否定できなくなりました。 
 したがって、日韓基本条約第 3 条を克服し、朝鮮半島全域で植民地支配の歴史責任を清算するためには、
朝鮮と日本との間で基本条約締結と外交関係樹立に相当する措置が取られなければなりません。 
私たちは、日本政府が植民地支配の責任に背を向けたまま、朝鮮を孤立させる敵視政策を撤回し、歴史の

反省と新しい日韓関係に対する展望を前提に、朝鮮と国交正常化交渉に乗り出すことを希望します。朝鮮と
日本の歴史責任の清算と国交正常化は、朝鮮半島の分断と戦争、そしてその後の冷戦的対立状態が現在も続
いていることに対して、日本が責任を果たす道でもあります。 日朝間の敵対関係の解消は、70 年以上続いた
朝鮮半島の不安定な停戦体制を恒久的な平和体制に転換することに大きく貢献するでしょう。 
 
 
日韓基本条約 60年の評価と課題  
 

1951年サンフランシスコ平和条約と1965年の日韓基本条約は、日本の戦争犯罪と植民地支配に対する責任
を適正に扱いませんでした。 サンフランシスコ平和条約では植民地被害国が除外され、日韓基本条約は日本
の植民地支配に関する法的責任を解決しませんでした。 日本は日韓請求権協定を根拠にこの問題が「完全か
つ最終的に解決された」として謝罪と賠償を拒否しています。しかし、植民地主義に根差したあらゆる差別
を禁じる人種差別撤廃条約が第 20 回国連総会で採択された 1965 年に締結された日韓条約は、植民地主義と
その差別を克服しようとする戦後国際人権法がめざす方向に逆行する戦後植民地主義の結果であると私たち
は考えずにおれません。さらに、「奴隷制と奴隷貿易は人道主義に反する犯罪である」と明記し、植民地主義
を批判した 2001 年の「ダーバン宣言」はこれを一層明確にしています。 
 日本は様々な首相の宣言を通じて、過去の歴史責任に対する謝罪と和解を試みました。 河野談話(1993)、
村山談話(1995)などは日本軍「慰安婦」と植民地支配に対する謝罪を表明し、金大中・小渕共同宣言(1998)
と小泉訪朝による日朝平壌宣言(2002)は日韓・日朝関係改善のための重要な節目でした。 特に、菅直人談話
（2010）は、日本の植民地支配が韓国人の意思に反するものであったことを認め、韓日関係改善の重要な転
機をつくりました。しかし、安倍首相以降、日本は過去史問題で後退を見せ、2015 年の慰安婦問題合意も実
質的な解決を達成できませんでした。 
強制動員と日本軍「慰安婦」問題とは、まさに植民地支配と戦後植民地主義から生まれた深刻な人権侵害

事件です。 しかし、日本はこれに対する謝罪と賠償を依然として拒否し、法的責任を認めていません。 韓国
大法院（最高裁判所）は、2018 年強制動員に関する判決以降、一連の裁判を通して不法な強制占領による強
制動員被害者と日本軍「慰安婦」の受けた被害に対する個人請求権は消滅していないとの判決を下し、被害
者たちに手を差し伸べました。日本の最高裁判所も 2007 年の判決で被害者個人の賠償請求権自体が消滅した
わけではなく、ただ裁判を通じた法的救済権能だけが制限されたと判決で示した経緯があります。日本政府
は自ら何度も国会で個人請求権が生きていると明らかにしたにもかかわらず、その後立場を覆しました。 
さらに、日韓基本条約締結に伴う法的地位協定によって国籍としての「韓国」を選んだ者にだけ「協定永

住」を許可することによって在日社会に法的地位による分断を深め、またこの条約締結を契機に 1965 年 12
月の文部次官通達によって当時の文部省は在日韓国・朝鮮人に対する同化教育を強化し、また朝鮮学校を
「各種学校」の認可からも排除しようとしたのです。日本政府によるそのような植民地主義的な民族差別が
今日の朝鮮高校無償化除外の差別につながっていることを私たちは忘れてはなりません。 
 一方、日韓市民社会は日本の植民地支配の責任問題を正面から凝視して清算し、人権を土台に歴史正義と
和解を成し遂げ、日韓市民の関係を実質的に回復するために共に協力し連帯してきました。1990 年代から

2000 年代にかけてアジア各地の戦争および植民地被害者が日本政府と企業を相手に謝罪と賠償を要求する約
100件の訴訟を日本で提起し、その半分以上は韓国人または在日朝鮮人が原告でした。日本司法府の消極的な
法解釈で勝訴には至りませんでしたが、数多くの日本市民と日本人弁護士、在日韓国・朝鮮人弁護士が共に
闘いました。  
関東大震災の朝鮮人虐殺、朝鮮人強制連行と強制労働に対して日本市民社会は粘り強い調査活動を遂行し、

被害者と遺族を招請して追悼式を行いました。 この活動は在日朝鮮人の歴史学者たちの先駆的研究と韓国·中
国研究者および市民団体との協力の中で行われ、日本国内の歴史修正主義に対抗して真実を守る働きを日本
の市民社会と国際連帯によって果たしてきました。 
 
 
私たちの決意と呼びかけ 
 
今、世界は第二次世界大戦後、最も危険な状況に直面しています。 ロシア-ウクライナ戦争とイスラエル-

パレスチナ戦争が続いており、米国のトランプ政権の再登場は国際的な分断と対立を激化させています。 米
国発関税戦争で世界貿易秩序も大混乱に陥っています。 このような時代的転換期の中で、私たちが記憶しな
ければならないことは、戦後ヨーロッパが廃墟の上で共同体を築くことができた力は国家ではなく、1968 年
フランス学生革命の精神を継承した市民の歴史に対する確固たる認識と平和に対する熱望だったという事実
です。 
ドイツとフランスの市民が歴史歪曲に対抗し、真実を求めて連帯することで、戦後のヨーロッパの道徳的

基礎を築いたように、日韓市民社会もキャンドル革命と平和憲法を守る運動などで互いに連帯と支持を表明
し、歴史和解と平和の東アジア共同の家を作るために努力してきました。これは 2024 年の年末以来、内乱終
息に向けた韓国の平和市民運動に日本市民が連帯する姿につながっています。 
そこで私たちは次の課題を提起し、実践していきたいと考えています。 

 
１. 日韓両国の「正義に基づいた歴史和解」を市民レベルの核心の課題とすべきです。 歴史を直視すること

は、加害国と被害国の市民間の理解を深め、友好的な関係を構築するために不可欠です。 日韓の市民は、
過去の壁を越えて歴史和解の広場で出会い、アジアと世界の平和に向けた新しい時代を開かなければな
りません。そのために日韓両国は新しい未来と平和のための条約と協定を改めて準備しなければなりま
せん。 

 
２. 植民地支配により大きな苦しみを受けた在日韓国人・朝鮮人は、解放後、差別に耐えながら母国と日本

社会をつなぐ架け橋となり、多文化共生社会の実現に貢献してきました。私たちは彼らの試練と歴史的
足跡を共有し、在日永住者の地方参政権付与と朝鮮学校（高校・幼稚園）無償化の実現を和解と連帯の
課題として力強く実践していきます。 

 
３. 日本と朝鮮、米国と朝鮮の関係正常化は、東アジアの平和定着のための喫緊の課題です。 日本と朝鮮は、

日朝平壌宣言を基に国交正常化と相互連絡事務所の設置を検討すべきであり、日本は誤った過去を正し
く認識し、謝罪と賠償を通じて相互信頼を築くべきです。 さらに、朝鮮と米国が関係正常化に取り組む
ようにし、南北の停戦状態を朝鮮半島の恒久的な平和体制に転換しなければなりません。 

 
４. 米軍駐留に基づく東アジア冷戦対立体制を超えなければなりません。 日米韓軍事協力の強化、アジア版

NATO、台湾有事の際の対応構想など、敵を想定して排除することでは平和を実現できません。朝鮮、
ロシア、中国は和解と平和を共に築くべき隣人であり、友人であるべきです。 日本は平和憲法 9 条を
維持し、その意義を高めていかなければなりません。 私たちは、東アジア多国間安全保障協力体制な
ど、平和に基づく域内秩序の構築と、日韓被爆者が訴える「非核平和」の声を継承し、核兵器のない
世界を作るために努力していきます。 

 
 戦争放棄をうたう憲法９条を守ってきた日本の市民と、独裁政権を倒して民主主義を深化させてきた韓国
の市民は、東アジアの平和をけん引する原動力です。 
 私たち日韓両国の市民・宗教者は、歴史の和解を通じて、日韓関係および南北関係の試練と困難を乗り越
えて、平和が深く根を下ろし、友好の花が咲き誇る世界に向かって、手を取り合って前進してまいります。 
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